病院ボランティアの方へ
★病院ボランティアとは
私たちは、病気になると病院で診察や治療を受けたり、場合によっては入院することもあり、また日常生活においても病院とは深いかかわりをもっています。「病院ボランティア」とは病院内で医師、看護師その他の職員と協力して、患者さんが少しでもよい状態のもとで治療を受けることができるように、 自発的に無報酬で奉仕する人のことです。
病院ボランティアには、医師や看護師の仕事はできません。しかし、病院の中には専門職でなくてもできることがたくさんあります。 また、病院の働きを理解し、地域社会と病院との橋渡しの役をすることもできます。 そして、その活動をとおして奉仕することの喜びと、自分の持っている力を再認識していただけると思います。 
病院ボランティアの役割は
ボランティアに期待する具体的な役割は、病院によって異なりますが、当デイケアでのボランティアは次のような役割を考えています。
1. 患者さんに対して：
★一人一人の患者さんを人間的に理解し承認する役割
患者さんは相手の人から承認されたり肯定されることにより自信を持ったり、安心したりできます。
★かかわりを通じてできることを増やす役割
ボランティアの方の持たれている知識や技能を提供し、患者さんがそれを学んだり、一緒に行ったりして、できることが増えるとお互いがうれしくなります。
2. デイケアに対して：
★デイケアの活動を豊かにし、より良い療養環境をつくリあげる役割
デイケアスタッフだけでは貧弱となるプログラムを充実したものにして魅力あるものにできます。
3. 地域社会に対して：病院と地域社会を結びつける役割
　
病院ボランティアの心構え
1. 病院ボランティア活動の心構えについては、下記のとおりです。
2. 病院でのボランティア活動は特別な資格を持たなくてもできますが、まず、病院スタッフとの役割分担等の打ち合わせをしてください。
3. 病院の規則に従って職員の指示のもとに行動してください：不明な点や判断のつきにくいことはきちんと確認してから行動してください。
また対応に困ったらすぐにスタッフを呼んでください。

4. 自分のやりたいことだけをするのではなく、職員の指示に従い、ボランティア仲間や病院のスタッフ、患者さんとのよい関係のもとにすすめられることが大切です。
5. 活動はデイケア内だけで、他の患者さんとのかかわりは控えて下さい。
6. 活動に適した服装：身軽に動ける服装で、活動しやすい音のしない靴をはき、髪型や化粧、アクセサリー、香水もできるだけ控えめにしましょう。
7. 患者さんのプライバシーは必ず守って下さい。患者さんの名前や病名、症状、診断など活動中に見たり、聞いたり、知ったりしたことは家族でも他言なさらないようお願いします。
8. 患者さんに接する時には、誰に対しても平等にお願いします。相手を思いやる温かい心で明るく話しかけ、静かに話を聞きくようこころがけてください。
9. 患者さんとの個人的な電話番号やメールなどの交換はなされないようお願いします。申し出があっても断ってください。
10. どうしても休まなければならない場合は、その旨を早めに病院の担当者に連絡し、調整をお願いします。
